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日本行動計量学会理事長に就任して 

狩野 裕 

 

このたび日本行動計量学会の第 10 代理事長

を拝命いたしました．初代理事長の（故）林知

己夫先生の学会創設に思いを馳せ，前理事長の

植野真臣先生の学会運営の実績を引継ぎ，そし

てさらに発展させることができるよう微力を尽

くす所存です．会員の皆様方のご協力をどうか

よろしくお願い申し上げます．  

学会の Web ページをみますと，「行動計量学

は，（中略） 諸分野における行動現象に着目し，

右図のような一連のプロセスすべてを重視しま

す．このプロセスを通して人間行動を規定する

メカニズムを解明し，広く人間に関する知識を

構築し，社会・経済・文化・技術にわたる諸分

野での問題の発見と解決に貢献することを目指

します」とあります．昨今，データサイエンス

なる用語が盛んで，データサイエンスによる課

題解決の典型的なプロセスとして PPDAC が語

られますが，これは本学会の「人間行動・現象

のメカニズムの理解 01-05」と見事に符合しま

す．PPDAC は Problem-Plan-Data-Analysis-

Conclusion の略で，大元はニュージーランドの

学校教育における課題解決の手続きとして導入

されたものと記憶します．もちろん，その背後

に は ， 品 質 管 理 分 野 で よ く 使 わ れ た

PDCA(Plan-Do-Check-Action)があることでし

ょう． 

「人間行動・現象の・・・」と PPDAC は独

立に提出されたものと思われますが，結局は，

課題を実証的に解決するプロセスはこの辺りに

収斂するのでしょうか．本学会は，その中の例

えば統計手法に偏ることなくプロセス全体を重

視することが特徴となっています．また，対象

分野においても，実証的方法が役割を果たす数

多くの研究分野を対象にしています．これら二

つの意味で，本学会はたいへんバランスが取れ

た組織であると言えると思います． 
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日本行動計量学会のもう一つの特徴は，統計

ユーザへ向けての情報発信が盛んであるという

伝統でしょうか．学会大会時のチュートリアル

や例年 3 月に開催されている合宿セミナーなど

が該当し，有料ながら多くの参加者があります．

毎回適切なテーマを選定し PR を行い行事とし

て成功させてきたことは大変すばらしいことで，

関係者の努力に敬意を表します． 

こういった特徴のある本学会がさらに発展す

るには，これらの特徴を活かすことがまず考え

られます．20 世紀は研究分野が分化し深化した

時代であると言われ，21 世紀は統合の時代と言

われています．本学会に関係した諸研究分野が

行動計量学を旗印に（or 横串に），有意義に情

報交換しシナジー効果を発揮させ更に発展する

ことに寄与できないでしょうか．次に，統計ユ

ーザという言葉は木下冨雄先生（大会実行委員

長を二回務められた，京都大学名誉教授）の統

計ユーザ・メーカー論から来ていると思われま

すが，統計ユーザからメーカーへの流れがもっ

とあってもよいのではないでしょうか．つまり，

統計ユーザから「今何が必要か」という観点で

のメーカーへの情報発信があってもよいのでは

ないかと思います． 

もう一点はビッグデータ・AI・機械学習への

対応であります．私は，AI・機械学習を統計学

や行動計量学の発展形とは考えていません．そ

うではなく，扱う主な対象が異なるのだと理解

しています．AI・機械学習はどちらかというと

クールなデータを扱い，行動計量学はウォーム

な，つまり，人間臭いデータを扱うことを主に

しているのではないかと思うのです．行動計量

学者がデータをみるとき，データの背後にある

様々な要因に思いを馳せます．つまり，データ

は人間行動や心の動きの指標（indicator）であ

ると考えモデリングや解析をする訳です．だか

らと言って，AI・機械学習は行動計量学と関係

のない別の学問であると言っているわけではあ

りません．21 世紀は統合の時代．行動計量学も

AI・機械学習の特徴を取り込めば，新たな地平

を拓くことができる可能性があります．近々，

学会創設 50 年を迎える日本行動計量学会．その

発展に少しでも貢献しようではありませんか． 

狩野 裕 

（かの・ゆたか） 

大阪大学基礎工学研究科 

教授 

1986 年 工学博士（大阪大学）．

2004 年大阪大学基礎工学研

究科教授（現職）．1999 年春

の 合 宿 セ ミ ナ ー 開 催 責 任 者 ． 2000-2003 年

Behaviormetrika 編集委員会委員長． 

 

 

新理事長・委員長・担当理事 

 

理事長             狩野 裕 

編集委員会委員長     足立 浩平 

和文誌編集委員会委員長     星野 崇宏 

欧文誌編集委員会委員長      植野 真臣 

運営委員会委員長     芳賀 真誉美 

広報委員会委員長     鈴木 讓 

組織検討委員会委員長      繁桝 算男 

大会担当委員会委員長        竹村 和久 

資料アーカイブス委員会委員長  鈴木 督久 

柳井レクチャー委員会委員長   吉野 諒三 

イノベーション委員会委員長   岡太 彬訓 

事務局長（庶務・会計担当理事）菊地 賢一 

 

その他理事 

岩﨑 学   宇都 雅輝  大森 拓哉   

岡田 謙介  尾碕 幸謙  小杉 考司 

椎名 久美子 清水 昌平  清水 裕士 

中山 厚穂  南風原 朝和 橋本 貴充 

藤田 泰昌  山岡 和枝  山田 剛史 

山本 倫生  横山 暁 

 

監事 

村上 隆  渡部 洋  
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日本行動計量学会第 49 回大会ご案内 

大会実行委員長 

 吉田 清隆（杏林大学） 

 

メーリングリストおよびウェブサイトで周知

しました通り，第 49 回日本行動計量学会大会を

2021 年 8 月 30 日（月）～9 月 2 日（木）に杏林

大学井の頭キャンパスにおいて開催させて頂き

ます．開催校の決定までに時間を要し，会報で

の周知が遅くなりましたことを深くお詫び申し

上げます． 

会場となる杏林大学井の頭キャンパスは，Ｊ

Ｒ中央線の吉祥寺駅あるいは三鷹駅からバスで

10 分～15 分程度の場所にあり，比較的アクセス

しやすいところに位置しています．しかしなが

ら，昨今の新型コロナウィルスの感染状況を考

慮し，今大会は，現地だけではなくオンライン

も併せたハイブリッド形式での開催を予定して

います．初めてのハイブリッド開催ということ

で，大会発表者・司会者・討論者ならびに会員

の皆様方には戸惑いやご負担を与えることにな

りますが，新しい形での学会大会が成功します

ように，実行委員一同最善を尽くす所存です． 

なお，今後の感染状況，政府の方針ならびに

杏林大学の施設貸出方針によっては，ハイブリ

ッド形式ではなく全面オンライン形式での開催

に変更となる可能性もございます．皆様方にお

かれましては，事情をご賢察の上，大会にご参

加くださいますよう，よろしくお願い申し上げ

ます． 

記 

○大会開催要領 

日 程： 2021 年 8 月 30 日(月)～9 月 2 日(木) 

場 所： 杏林大学井の頭キャンパス（東京都三

鷹市下連雀 5-4-1） 

アクセス： 杏林大学井の頭キャンパス： 

http://www.kyorin-

u.ac.jp/univ/access/inokashira.html 

○大会ウェブサイト 

http://bsj.wdc-jp.com/2021/ 

○ 大会日程 

7 月中旬 速報版プログラム ウェブ公開予定 

7 月下旬 プログラム冊子送付予定 

8/ 5(木) 事前参加申込締め切り 

8/ 6(金) 事前参加費振込み締め切り 

8/30(月)～9/2(木) 第 49 回大会（8/30 はチュー

トリアルセミナーのみ） 

○チュートリアルセミナー 

日時：2021 年 8 月 30 日（月）午後 

テーマ A： 

タイトル：「それ何測ってるの？ － 調査研究・

理論と展開」 

講師： 

清水 裕士 先生（関西学院大学社会学部） 

小杉 考司 先生（専修大学人間科学部） 

概要： 

人に関するデータを集める需要が増えたのか，

あるいはコロナの功罪か，ウェブを介した調査

や実験が簡単に実践できる土壌が広がっている．

郵送調査や RDD などの苦労をしなくとも，ク

ラウドで回答者を募集し，欠損値や転記ミスを

気にする必要のないデータが簡単に手に入る時

代が来た．要らぬ苦労はしなくとも良いが，さ

てしかし，調査ってこんなにチョロくていいの

かしら． 

心理学はかつて大学生心理学と揶揄されるこ

ともあったが，それでも何を測っているのかに

ついては態度理論という理論的裏付けを持って

いた．こうした理論的支柱なき調査実践は，一

体何を測っているのだろうか．信頼性や妥当性

が大事だとは言われるけれども，そもそも「目

盛りに丸をつける行動」「最も当てはまる選択肢

をクリックする行動」は人の何を測ったことに

なるのだろうか． 

慣例的な方法は，表層的な実践事例の情報で

しかなく，応用や更なる活用には根本原理の理

解が必要である．ここでは心理測定の中で考え

られてきた，測定の理論，モデル，妥当性，に

ついての基礎的な知識を改めて確認し，モデリ

ングの技術を用いてより相応しい尺度化につい

ての展望を議論します． 
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テーマ B： 

タイトル：「私ならこう学ぶ！こう教える！ － 

統計教育の根本問題」 

講師： 

小杉 考司 先生（専修大学人間科学部） 

清水 裕士 先生（関西学院大学社会学部） 

概要： 

機械学習やベイズモデリングなど，新しい手

法が次々生まれてくる昨今は，統計と一言で言

っても学ぶべきこと・教えるべきことは非常に

多岐にわたるようになっている．数学的基礎を

考えるのであれば線形代数は避けては通れない

し，線形モデルに限定しても一般化線形モデル

から階層ベイズモデリングへと先はどこまでも

広がっていく．より実践的なデータサイエンテ

ィストを目指すのであれば，コンピュータ言語

や実行環境などの動向も視野に入れておかなけ

ればならない．例えば心理学における統計の利

用といった，限定的ユーザーであるとしても，

記述統計量と分散分析だけでひとまずやってい

けるという時代でないことは誰の目にも明らか

である． 

学ぶべきことが多いのは統計モデルの発展だ

けではない．心理学の領域では公認心理師とい

う国家資格を得るために必要な様々なカリキュ

ラムが作られ，学ぶ側としては非常に多岐にわ

たる知識を取り込む必要があり，教育する側も

時間の制約の中で対応を迫られる．いわば食べ

放題バイキングの料理の種類の数が増え，短い

制限時間のなかで，しっかりと楽しむための戦

略を練る必要がある． 

何のために何を選びどこまで取り込めば良い

のか．話題提供者の二人は，社会心理学という

統計学でも実験や臨床など心理学の中心でもな

いところで生まれ育ったという意味で，新参者・

異端者であるかもしれないが，それぞれの観点

から見た心理統計教育の根本問題について，思

うところをお伝えします． 

 

○大会基調講演 

今大会においては行わない予定です. 

○大会シンポジウム 

日時：2021 年 9 月 1 日（水） 

テーマ：行動計量学とデータ科学（サイエンス）

の「接平面」 

オーガナイザー： 

多摩大学 今泉 忠 氏 

シンポジスト： 

ソフトバンク株式会社 足立 竜治 氏 

滋賀大学 竹村 彰通 氏 

武蔵野大学 中西 崇文 氏 

中央大学 酒折 文武 氏 

立教大学 山口 和範 氏 

概要： 

近 年 ， 企 業 な ど で も DX (Digital 

Transformation)の実施が推進され，大学でも学

部での基礎的な学修でのデータサイエンスが必

修化され，それへの認定制度なども告知されて

いる．しかし，社会的課題の解決のためには，

人間の行動に関する十分な理解とその研究をも

とにした知見や計量的な手法の適用についてよ

り深く研究し，それをもとに教育や課題解決へ

取り組むことなどを通じて社会へ還元すること

が従来にも増して社会から求められているので

ないだろうか？ 

このシンポジウムでは，これらに関して一層

の深化を図るために，各界の専門家を交えて，

行動計量×データ科学（サイエンス）での「接平

面」について討議する． 

 

○柳井レクチャー 

日時：2021 年 9 月 1 日（水） 

題目：多重対応分析の因子分析的使用 －社会調

査データの記述的多変量解析－ 

講演者：村上 隆 氏（中京大学文化科学研究所） 

概要： 

多重対応分析は，長く社会調査データの探索

的分析方法として確固たる地位を占めてきた．

ただし今日では，多くの変数を含む量的社会調

査の分析方法として，やや物足りない部分も意

識される．本講演では，あらかじめ定義された

正規直交な数量をカテゴリーに付与したうえで
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主成分分析を行うという試みについて，実デー

タへの適用例を中心に説明したい．この方法は，

多重対応分析と実質的に同じスコアを産み出す

一方，解の回転とパターン行列の算出により，

解釈の中心を空間表現から軸に移し，さらに

bootstrap 法による統計的推測も行う．この手続

きにより，調査結果の全容を比較的早くつかむ

ことができるだけでなく，近年急速に利用が増

えている潜在変量に依拠した分析では見落とさ

れる個人の反応スタイルの発見も可能になる． 

 

○総会 

日時：2021 年 9 月 1 日（水） 

会場およびオンラインでの開催予定です．詳

細につきましては大会ウェブページにて，また

オンライン接続先については会員メーリングリ

ストにてお知らせします． 

 

○懇親会 

新型コロナウィルス感染拡大の影響を考慮し

て，開催いたしません． 

 

○お問い合わせ先 

参加登録など Web での手続き関係 

大会ヘルプデスク bsj-desk@bunken.co.jp 

大会全般の問い合わせ 

第 49 回大会実行委員会 

   bms2021taikai@gmail.com 

 

 

 

運営委員会より 

運営委員会委員長     

鈴木 讓（大阪大学） 

 

令和 3 年度研究部会の採択結果 

 

＜研究グループ＞（新規） 

多様な非対称データのための分析モデルとその

応用 （2021～2022 年度） 

代表： 今泉 忠（多摩大学経営情報学部） 

連絡先：今泉 忠 

E-mail: imaizumi@tama.ac.jp 

 

＜地域部会＞（継続） 

行動計量学会岡山地域部会（2018～2021 年

度） 

代表：坂本 亘（岡山大学） 

連絡先：坂本 亘 

E-mail: w-sakamoto@okayama-u.ac.jp 

 

 

研究部会「心理モデリング部会」2020 年度

活動報告 

小杉 考司(専修大学人間科学部) 

 

2019年度より，研究部会として「心理モデリ

ング部会」をお認めいただきました．統計モデ

リングは様々な場面で活用されるようになって

おりますが，本研究部会では特に心理学領域に

おける活用を目的としています． 

 昨年度の活動報告は，「来年度も心理学領域

と行動計量学会のより良い関係を目指して，同

様の活動，発表を行っていきたいと考えていま

す」と締めました． 

ところが昨年度末から始まった大きなコロナ

禍の影響があり，平時と同様の活動を行うとい

うことが著しく難しくなりました． 
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 今年度の活動として，これまで同様に学会大

会にて特別セッションを開かせていただき，さ

まざまな領域での研究活動例をご報告すること

を当面の目標としておりました．残念ながら学

会大会も会場に集まっての発表が中止となって

しまいましたが，想定しておりました特別セッ

ションでは10件の研究発表を行う予定でした．

詳しくは大会抄録集をご参照いただければと思

いますが，以下のメンバーが発表予定でした． 

 

小野 修一（山口県警察本部科学捜査研究所） 

二瓶 正登（専修大学）・北條 大樹（東京大

学）・澤 幸祐（専修大学） 

島津 奈留（東京大学） 

丹 亮人（東京大学）・伊藤 徹郎（Classi 株

式会社）・岡田 謙介（東京大学） 

岡 元紀（東京大学）・岡田 謙介（東京大学） 

安藤 正和（専修大学） 

清水 裕士（関西学院大学） 

柏原 宗一郎（関西学院大学） 

水野 景子（関西学院大学） 

小杉 考司（専修大学） 

 

構成員の地理的移動，一堂に会しての議論が

できない中，Slackなどのグループウェアを通じ

て情報交換は進めてまいりました．われわれ部

会のほうで自主的に交流会を企画しようという

声がメンバーから上がったのですが，オフライ

ンはもちろんオンラインでも環境や都合をつけ

ることができませんでした．結局「部会として」

の活動が十分に果たせなかったことが，非常に

残念です． 

研究部会は活動に関して補助金を出していた

だいておりますが，このような事情で実質的な

活動ができなかったため，今年度の補助金は全

額学会に返納することにしました．とはいえ，

オンラインツールを通じての情報交換は随時行

なっており，部会としての実体がなくなったわ

けではありません．次年度以降も部会を機に結

びついたメンバーとは連絡を取り合い，また風

向きが変わればまとまって活動することも計画

しています．今後も心理学領域における数理的

アプローチ，モデリングの面白さについて，学

会内外で議論することができることを楽しみに

しています． 

 

岡山地域部会 2020 年度活動報告 

坂本 亘（岡山大学） 

 

岡山地域部会は，岡山県および近隣地域の行

動計量学に関する研究と研究者間の人的交流を

積極的に行うことを目的としており，日本行動

計量学会から活動経費の助成を受けております．

2018年度より第５期の活動を行っております． 

新型コロナウイルス感染拡大により，2020年

3月に開催を予定していた研究会が中止となっ

て以降，収束の目途が立たないことから，研究

会の開催を当面見合わせておりました．例年で

あれば，国内や海外の研究者が岡山にお越しに

なる機会に合わせて講演を依頼する（せっかく

なので岡山の食も堪能していただく）ことが多

かったのですが，そのような機会を設けること

もできませんでした．結局，計画が滞ったまま

１年が経過してしまい，年４回の開催義務を果

たすことができませんでした．行動計量学会な

らびに地域部会の関係者の皆様に深くお詫び申

し上げます．困難な状況ですので，ご理解の程，

お願い申し上げます． 

オンラインによる開催の方法を模索し，何と

か恒例の学生セッションの回のみを開催するこ

とができました．参加・講演等でご協力いただ

いた皆様に，この場を借りて御礼を申し上げま

す．開催概要は次のとおりです． 

第74回研究会（参加者20名） 

（オンライン開催，岡山統計研究会との共催） 

テーマ：データの分析手法とその応用 

日 時：2021年3月6日(土) 

学生セッション：発表者8名 

（岡山大3名，福岡女子大1名，広島大4名） 

全体レクチャー講演者・講演題名： 

藤野友和（福岡女子大学）：Rによるe-Statの

データ取得および可視化 
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毎年３月に，若手研究者の育成を目的として，

学生セッションを設けて開催しています．教員

参加者による審査を行い，優秀賞1名とプレゼン

賞1名を表彰しました． 

 

もし次年度の地域部会の活動をお認めいただ

けるようでしたら，部会メンバーの皆様に，コ

ロナ禍で今年度は難しかった研究発表の場を

（当面はオンライン開催となりますが）提供し

たいと考えております． 

岡山地域部会の活動内容，今後の研究会の開

催予定などは，以下のWebページに掲載してい

ます． 

http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/ 

https://sites.google.com/view/bsj-okayama/ 

 

代表者連絡先： 

〒700-8530  岡山市北区津島中3-1-1 

岡山大学環境理工学部環境数理学科 坂本 亘 

E-mail: w-sakamoto@okayama-u.ac.jp 

（改組ならびに教教分離のため，４月より所属

が変わりますが，当面は上記住所でご連絡いた

だけます） 

 

広報委員会より 

広報委員会委員長     

尾崎幸謙（筑波大学） 

 

学会 Web ページの変更・整備・更新 

 通常業務として Web ページの整備・更新・ML

による情報発信・他学会協会への情報提供を行

いました．今後も会員の皆様に有益な情報が提

供できるよう，引き続き Web ページの整備・更

新を行っていきたいと思います． 

 

学会 Twitter での情報提供 

 大会情報，シンポジウム情報，春の合宿セミ

ナー，新着論文等について情報提供を行ってい

ます．6 月 7 日現在，フォロワー数は 512 です．

こちらにつきましても，「フォロー」をぜひお願

い致します． 

メールニュースの配信 

 2020 年度のメールニュースの配信状況は下

図の通りです． 

 

メールニュースの配信数 

 

 

情報提供のお願い 

広報委員会では，会員に関係があると思われ

るシンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員

企業の求人情報も含む)などの情報を含め，会員

の皆様から情報提供を募集しております．広報

依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい． 

 

 

「柳井レクチャー」実施要領（申し合わせ） 

日本行動計量学会理事会 

 

１．毎年 1 名，柳井レクチャーの講演者を選出

し，日本行動計量学会大会において 1 時間程

度の特別講演を行う．ただし，特別な事情が

ある場合，大会以外での講演の可能性も排除

しない． 

２．講演の内容は，故柳井晴夫先生の御業績に

鑑み，行動科学における計量的方法の理論と

応用とする． 

３．柳井レクチャーの候補者選定のための「柳

井レクチャー委員会」を組織し，各年度内に

おいて，次年度大会での講演者の候補を理事

会に推薦する．講演者の最終決定を理事会が

行う．  
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４．講演者は，原則，日本行動計量学会会員と

するが，非会員であることを妨げない． 

５．講演者には 5 万円を贈呈する．ただし，非

会員の講演者には交通費として，国内在住の

場合 3 万円，海外在住の場合 7 万円を上限に

支給することがある． 

６．講演の内容は，「行動計量学」あるいは

Behaviormetrika に投稿していただく．ただ

し，投稿の有無，投稿区分などは講演者の自

由な選択とする．この旨は，講演者に引き受

けていただく際に，理事会を代表し事務局か

ら説明する．説明は，事務局からの指示で，

柳井レクチャー委員会が代行することも可能

とする． 

７．当面 10 年間の取組とし，10 年後にその存

続を含め理事会にて議論する． 

８．柳井晴夫先生からのご遺志によるご寄付は

柳井レクチャーの原資とし，日本行動計量学

会事務局にて管理する． 

９．「柳井レクチャー委員会」のメンバーの選出

を始め，柳井レクチャーに関する必要事項は

理事会において，これを定める． 

平成 27 年 2 月 9 日改正 

令和 3 年 2 月 17 日改正 

 

 

理事会議事録 
 

日本行動計量学会 2020 年度第 2 回理事会議

事録 

 

日時：2020 年 11 月 10 日（火）14:00～16:15 

場所：オンラインによる開催 

議事進行：植野真臣理事長 

理事出席者：岩崎学，植野真臣，大森拓哉，岡

太彬訓，岡田謙介，尾崎幸謙，菊地

賢一，黒木学，椎名久美子，繁桝算

男，鈴木讓，鈴木督久，中山厚穂，

南風原朝和，芳賀麻誉美，本村陽一，

森裕一，山本倫生，横山暁 (19 名)，

委任状 7 名 

監事出席者：村上隆 

陪席者：橋本貴充(書記) 

資料 

  1. 理事会議事録等 

1-1. 2020 年度第 1 回理事会議事録案 

1-2. メール会議（大会シンポジウム動画公開） 

  2. 役員選挙関係 

2-1. 役員選出に関する報告事項 

2-2. 日本行動計量学会役員（理事・監事）選

挙実施要領 

2-3. 見積書 

  3. 第 48 回大会決算報告 

  4. 2020 年度日本行動計量学会総会議事録案 

  5. 寄付金の使用に関する WG 報告 

  6. 和文誌編集委員会報告 

  7. 欧文誌編集委員会報告 

  8. 運営委員会報告 

8-1. 春の合宿セミナー・秋の行動計量セミナ

ーの予算について 

8-2. セミナー予算表（8 月 21 日版） 

8-3. 2020 秋の行動計量セミナーのお知らせ 

8-4. 第 23 回春の合宿セミナーのお知らせ 

8-5. セミナー予算表（11 月 6 日版） 

  9. 「柳井レクチャー」実施要領（申し合わせ）

改正案 

 10. 2021 年度連合大会委員 

 11. 入退会リスト 

 12. 協賛依頼 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 24 名（理事

出席 17 名，委任状 7 名）であり，理事会が成立

していることが確認された． 

1. 議事録確認・メール会議承認 

資料 1 にもとづき，2020 年度第 1 回理事

会の議事録，およびメール会議で合意された

事項が承認された． 

2. 役員選挙・長期滞納者の退会措置 

選挙管理委員長を岡田謙介会員に委嘱する

ことが承認された．また，岡田委員長により

選挙管理委員として，稲水伸行会員，宇都雅
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輝会員が推薦され，承認された．資料 2 にも

とづき，役員選挙の実施要領，選挙費用の見

積り，日程が示され，承認された． 

菊地事務局長より，資料 11 にもとづき，長

期滞納者の退会措置について，手続きが行わ

れることが報告された． 

3. 科研費関係 

国際情報発信強化の科研費について，国際

シンポジウムを対面もしくはオンラインで行

う可能性について議論された．また，

Behaviormetrikaで被引用数の多い論文をオ

ープンアクセス化することが提案され，承認

された． 

4. 第 48 回大会 

竹村第 48 回大会実行委員長の代理として

菊地事務局長より，資料 3 にもとづき，第 48

回大会の収支，大会参加者数が報告された． 

5. 第 49 回大会 

大森大会担当委員長より，第 49 回大会の

開催校を打診中であることが報告された．オ

ンラインとのハイブリッド開催になる可能性

があることに留意しつつも，対面での開催を

基本とすることが承認された． 

 

6. 総会報告 

菊地事務局長より，資料 4 にもとづき，総

会の議事の開票結果が報告された．その結果，

議決事項であった 2019 年度事業報告，2019

年度決算報告，2020 年度事業計画，2020 年

度予算案，朝野熙彦会員の名誉会員への推薦

が総会で承認されたことが報告され，総会議

事録が承認された． 

7. 学会賞選考委員長 

学会賞選考委員長を，山岡和枝会員に依頼

することとなった． 

8. 寄付金 WG 

繁桝理事より，匿名とされていた寄付者が

岡太彬訓会員であることが報告された．また，

資料 5 にもとづき，寄付金の使途の原案が示

され，その方向性が承認された． 

 

9. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

岡田和文誌編集副委員長より，資料 6 にも

とづき，第 47 巻 2 号の発刊予定，現在の審

査状況，若手向けのファーストトラックの常

設化構想について報告があった． 

植野欧文誌編集委員長より，資料 7 にもと

づき，Associate Editor の追加が提案され，

承認された．現在の審査状況，Special Issue

の計画が報告された． 

・運営委員会 

資料 8-1 および 8-2 にもとづき，秋の行動

計量セミナーおよび春の合宿セミナーの事前

準備金として最大で 20 万円を，理事会によ

るセミナー予算承認を得た上でセミナー実行

委員会に預けることが提案され，承認された． 

芳賀セミナー実行委員長より，資料 8-3 か

ら 8-5 にもとづき，2020 秋の行動計量セミナ

ー，第 23 回春の合宿セミナーの概要が説明

された． 

・柳井レクチャー委員会 

吉野委員長の代理として菊地事務局長より，

資料 9 にもとづき，柳井レクチャー実施要領

の申し合わせの改正案が提案され，継続審議

となった． 

・統計関連学会連合 

菊地事務局長より，資料 10 にもとづき，

2021 年度連合大会委員が提案され，承認され

た． 

・事務局 

菊地事務局長より，資料 11 にもとづき，入

会および退会の申請について報告があった．

情報が足りない入会希望者 1 名を除き，入退

会申請は承認された．資料 12 にもとづき，協

賛の依頼があったことが報告され，承認され

た． 

10. その他 

・次回理事会は 2021 年 2 月以降にオンライン

にて開催される予定である． 

以上 
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日本行動計量学会 2020 年度第 3 回理事会議

事録 

 

日時：2021 年 2 月 17 日（水）10:00～12:45 

場所：オンラインによる開催 

議事進行：植野真臣理事長 

理事出席者：岩崎学，植野真臣，大森拓哉，岡

太彬訓，岡田謙介，尾崎幸謙，菊地

賢一，椎名久美子，繁桝算男，清水

昌平，鈴木讓，鈴木督久，鄭躍軍，

中山厚穂，芳賀麻誉美，松本渉，本

村陽一，山岡和枝，山田剛史，横山

暁，吉野諒三 (21 名)，委任状 5 名 

監事出席者：村上隆 

陪席者：吉田清隆(第 49 回大会実行委員長)，橋

本貴充(書記) 

 

資料 

1. 2020 年度第 2 回理事会議事録案 

2. 役員選挙の実施結果報告 

3. 第 49 回大会関係 

  3-1. 日本行動計量学会第 49 回大会について 

 3-2. 杏林大学井の頭キャンパス活動制限指

針 

4. 柳井レクチャー実施要領 

4-1. 現行（2019 年 2 月 9 日改正） 

4-2. 改正案 

5. 寄付金の使用に関する WG 報告 

6. 会則改正関係 

6-1. 会則 12 条の改正について 

6-2. 日本行動計量学会会則 

7. 和文誌編集委員会報告 

8. 欧文誌編集委員会報告 

9. 運営委員会報告 

9-1. 運営委員会報告 

9-2. 2021−2022 年度研究部会 研究グループ

申請 

9-3. 研究部会規約 

9-4. 2020 秋の行動計量セミナー収支報告 

9-5. 2020 秋の行動計量セミナー実施報告 

  10. 広報委員会資料 

  11. 資料アーカイブス委員会報告 

  12. イノベーション委員会報告 

  13. 神戸大学計算社会科学研究センターにお

ける共同利用・共同研究拠点認定要望書 

  14. 理事長選挙 

  14-1. 役員選出に関する細則 

  14-2. 理事長選挙の投票方法 

  15. 入退会リスト 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 23 名（理事

出席 18 名，委任状 5 名）であり，理事会が成立

していることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2020 年度第 2 回理事

会の議事録が承認された． 

2. 役員選挙結果 

岡田選挙管理委員長より，資料 2 にもとづ

き，役員選挙の結果が報告され，承認された． 

3. 第 49 回大会 

吉田大会実行委員長より，資料 3 にもとづ

き，大会日程，今後の予定が報告された．対

面での開催を前提とするが，ハイブリッドあ

るいは全面オンラインでの開催も視野に入れ

て準備を進めること，感染症対策を考慮する

とラウンドテーブルセッションの開催は難し

いことも報告された． 

4. 柳井レクチャー 

資料 4 にもとづき，柳井レクチャー実施要

領の申し合わせの改正について議論され，承

認された． 

5. 科研費関係 

植野欧文誌編集委員長より，国際情報発信

強化の科研費の中間評価ヒアリングを受けた

こと，1 月 29 日に国際シンポジウムが開催さ

れたことが報告された． 

6. 寄附金 WG 

繁桝理事より，資料 5 にもとづき，名称を

「岡太彬訓研究奨励助成」とすることと，目

的，選考基準，選考方法の具体案が報告され，



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 169号                                 2021年 7月 1日 

11 

議論された．選考基準，助成金の使途，会計

書類について緩和する方向の提案がされ，

WG で審議を継続することとされた． 

7. 会則改正 

植野理事長より，資料 6 にもとづき，会則

の改正が提案され，2021 年度の総会に諮るか

どうか，改めて臨時理事会を開催し採決する

こととなった． 

8. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

松本和文誌編集副委員長より，資料 7 にも

とづき，第 48 巻 1 号の発刊予定，現在の審

査状況，若手向けのファーストトラックの投

稿状況について報告があった． 

植野欧文誌編集委員長より，資料 8 にもと

づき，Vol.48, No.1 の概要，現在の審査状況，

1 月 29 日に開催された国際シンポジウム

「 Advanced technologies for adaptive 

testing」，Special Issue の計画について報告

があった． 

・運営委員会 

鈴木委員長より，資料 9-1 にもとづき，現

在の研究部会の活動状況について報告があっ

た．資料 9-2 および 9-3 にもとづき，2021 年

度の研究部会の申請が新規に 1 件あったこと

が報告され，採択することが承認された．予

定されていた行動計量シンポジウム 1 件が，

COVID-19 の流行により開催できなかったた

め，2021 年度に延期することが提案され承認

された． 

芳賀委員より，資料 9-4 および 9-5 にもと

づき，秋の行動計量セミナーの実施結果が報

告された． 

・広報委員会 

尾崎委員長より，資料 10 にもとづき，国立

国会図書館からインターネット資料収集保存

事業への協力の依頼があったことが報告され

た．国立国会図書館に提供するページが提案

され，承認された． 

 

 

・資料アーカイブス委員会 

松本委員長より，資料 11 にもとづき，『数

理科学』誌の特集「行動計量」を学会 Web サ

イトで公開したことが報告された． 

・イノベーション委員会 

岡太委員長より，資料 12 にもとづき，2018

年度から 2020 年度までの活動状況が報告さ

れた． 2022 年度に開催が延期された

European Conference on Data Analysis 

Conference (ECDA 2020) について，本学会

からの invited talk の対象者を推薦し認めら

れたことが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，資料 15 にもとづき，入

会，退会，種別変更の申請について報告があ

った．情報が足りない入会希望者 6 名につい

ては事務局に一任することとされ，他は承認

された．資料 13 にもとづき，神戸大学計算社

会科学研究センターから文部科学大臣宛ての

要望書の提出依頼があったことが報告され，

承認された． 

9. その他 

・次回理事会は 2021 年 3 月にオンラインにて

開催される予定である． 

以上 
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日本行動計量学会 2020 年度臨時理事会議事

録 

 

日時：2021 年 3 月 1 日（月）15:00～15:30 

場所：オンラインによる開催 

議事進行：植野真臣理事長 

理事出席者：足立浩平，岩崎学，植野真臣，大

森拓哉，岡太彬訓，尾崎幸謙，菊地

賢一，椎名久美子，鈴木讓，鈴木督

久，竹村和久，中山厚穂，南風原朝

和，芳賀麻誉美，星野崇宏，本村陽

一，森裕一，山田剛史，横山暁 (19

名)，委任状 8 名(出席理事への委任

4 名，理事会議決への委任 4 名) 

監事出席者：村上隆 

陪席者：橋本貴充(書記) 

 

資料 

6-1. 会則 12 条の改正について 

6-2. 日本行動計量学会会則 

  14-1. 役員選出に関する細則 

  14-2. 理事長選挙の投票方法 

 

議事 

議事に先立ち，議決権 27 名（理事出席 19 名，

委任状 8 名）であり，理事会が成立しているこ

とが確認された． 

1. 会則改正 

資料 6-1 および 6-2 にもとづき，会則の改

正案の説明があった．現状の会則では，2 期

連続して理事長に就くことはできないとされ

ている．これは 2011 年の総会で改正された

ものであるが，2011 年の改正前に戻して 3 期

連続して就くことはできないとするという改

正案が提案された． 

出席理事 19 名と，出席理事への委任 4 名

の計 23 名で決議を行い，賛成 22 名により，

会則改正案を 2021 年度総会に諮る旨，次期

理事会に申し送ることが可決された．なお，

この改正は 2021 年度の総会での承認が必要

であり，現理事長には適用されないことを付

記する． 

2. 理事長選挙 

資料 14-1 および 14-2 にもとづき，次期理

事当選人による理事長選挙の方法が説明され

た．理事当選人会合を欠席する理事当選人は，

期日前投票をすることとされた． 

以上 

 

 

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2021 年 

3 月 10

日 

第 37 回ファジィシ

ステムシンポジウム

（FSS2021） 

2021 年 9

月 13 日～

15 日 

2021 年 4

月 6 日 

The 11th 

Conference of the 

IASC-ARS (The 

Asian Regional 

Section of the 

International 

Association for 

Statistical 

Computing) 

2022 年 2

月 21 日～

24 日 

2021 年 5

月 7 日 

第 23 回日本感性工

学会大会 

2021 年 9

月 2 日～4

日 

（2021 年 2 月 4 日～5 月 7 日承認のもの） 
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会員の著書等 

 

金明哲（著）『テキストアナリティクスの基礎

と実践』，岩波書店，2021 年 3 月 

 

 

島田貴仁（著）『犯罪予防の社会心理学－被害

リスクの分析とフィールド実験による介入』，

ナカニシヤ出版，2021 年 3 月 

 

 

Kumiko Maruyama（著）『Chikio Hayashi: 

The Man Who Liked Data: The Life and 

Work of a Data Science Founder』，（公財）統

計情報研究開発センター，2021 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Takashi Inoguchi, Lien Thi Quynh Le（著）

『Digitized Statecraft in Multilateral Treaty 

Participation: Global Quasi-Legislative 

Behavior of 193 Sovereign States』，Springer 

Nature Singapore Pte Ltd.，2021 年 3 月 

 

 

牛澤賢二（著）『やってみようテキストマイニ

ング増訂版－自由回答アンケートの分析に挑

戦!』，朝倉書店，2021 年 5 月 
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会員からのお知らせ 

     日本行動計量学会の黎明期      

       丸山久美子（聖学院大学）        

 

 「学生が学会を創立したいと強く望んでい

る・・・」ことなど殆ど考えられない時代に，数

人の有志の強い意向と粘り強さの故についに創

設された学会，それが「日本行動計量学会」で

ある．この事情を，行動計量学会に関わる今日

の若い学者，学生たちはほとんど知らないと思

うので，その立役者であり，すでに鬼籍に入ら

れた柳井晴夫氏のことなどを思い出しながらこ

こに記した．若い学会員たちを奨励することが

できれば幸甚である． 

  

1943 年 11 月の学術研究会議において「統計

数理学を中心に研究する統計科学に関する研究

所の設立（総計数理研究所）」が建議された．翌

4 月に設立準備委員会が発足，同 5 月に統計数

理研究所が設立された．その初代所長に掛谷宗

一教授が任命された．当時，東京大学の数学教

室で無聊をかこっていた掛谷の最後の教え子で

ある林知己夫が，同年 12 月に文部技官としてこ

の研究所に配属された．掛谷は翌年 1 月に流行

性肺炎に罹患して他界．同年 5 月から東京大学

教授の末綱恕一が所長を兼任することになった．

その後，第三代所長に窪田忠彦，第四代所長に

佐々木達治郎，第五代所長に東大を定年退職し

た末綱恕一が戻ってその任に就いた．1974 年，

林知己夫が第六代目の所長に任命された． 

当時の統計数理研究所は，真向かいに道路を

挟んで有栖川公園．豊かな自然が際立ち，その

中に建物が林立するという，今にして思えば理

想的な環境にあった．地下鉄日比谷線の「広尾」

駅で下車し，有栖川公園を横に眺め，長いなだ

らかな坂道を歩きながら，その風景に溶け込ん

だように建てられていたのが統計数理研究所で

あった． 

その後，様々に研究所の建物は改良され，私

が学生当時通っていた統計技術員養成所を兼務

する統計数理研究所は，戦後の嵐をやっと潜り

抜けてきたような薄暗い茶色のレンガの建物で，

林知己夫先生の研究室は湿気のある水浸しのウ

ナギの寝床のような雰囲気を醸し出していた．

当時を記憶する人はもはや殆どいないのではな

いだろうか． 

数年して研究所の建物が改良され，当時，第

二研究部部長となっていた林先生の研究室もや

っと研究にふさわしいものになった．ところが

当時，世界の多くの大学は大規模の学生運動の

坩堝に投げ出され，大学は封鎖されていった．

周辺には，大学を占拠した全共闘のアジ演説が

姦しく響き渡るという有様であった． 

一般の教員や学生は大学構内に入ることもで

きず，研究室や実験室はすべて占拠され，学生

や職員たちは家に蟄居するか，田舎に帰るしか

方法もなく，寄る辺ない日々を過ごしていた．

学生運動の火付け役であると言われた東京大学

は,その年入学試験を実施することができず，志

願する学生たちは他の大学を受験するしかすべ

がなかった． 

当時，私は青山学院大学の助手であり，最も

盛んに研究活動に没入しなければならない時期

であったにもかかわらず，研究室にも入れず，

なおのこと実験など到底できる見込みはなかっ

た．見かねた林知己夫先生は自分の研究室にど

こかから机を運んできて，そこで私が勉強でき

る環境を作ってくれた．全共闘が押し寄せてき

たら，自分は竹やりで追い払う，「君は長刀（な

ぎなた）で戦え」というジョーク混じりの激励

ともとれる鼓舞の仕方は林知己夫先生の特徴を

よく表していた． 

このような状況の中で，東京大学大学院教育

心理学の学生であった柳井晴夫は，当時盛んに

研究されていた「多変量解析」の研究会を積極

的に推し進め，東大の学士会館別室で数名の若

手研究者や学生たちと研究集会を行っていた．

当時，この会に参加していた研究者はアメリカ

のイリノイ大学で当時有名な数理心理学者のタ

ッカーのもとで学位を取得し，帰国して立教大

学社会学部に籍を置いていた助教授の池田央，
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東京大学社会学部で数理社会学の助教授だった

安田三郎，東京大学大学院の学生であった柳井

晴夫，青山学院大学文学部助手の丸山久美子の

4 名であり，密かに「多変量解析シンポジュム」

を開催して多くの研究者を集めて意気盛んに研

究を深めていた．柳井晴夫はこのシンポジウム

を学会にしたいと強く願い，池田，安田，丸山

に相談を持ち掛け，様々に意見を交換した． 

会長となるにふさわしい人材は数理心理学，

統計学系の学者が好ましい．統計数理研究所の

林知己夫，慶應義塾大学の印東太郎の 2 名が候

補に挙がった．このシンポジウムを学会にした

いと強く望んだのは柳井晴夫で，まだ大学院生

であった．もっとも学生運動の最中に学問をす

る学生も若干は存在した．私が記憶する限り，

その中で最も秀逸であった学生は東京大学文学

部心理学科の高根芳雄，社会学部の猪口孝であ

った． 

学会にすることに最も積極的であった柳井晴

夫は，統計数理研究所の林知己夫先生に会い，

自分たちの心意気をつぶさに伝えたいと熱望し

た．そこで，彼は私が林先生の研究室で勉強し

ていることを知っていたので，何とか林先生に

話をつけてもらいたいと頼んできた．私は即，

林先生に事情を話し面談の約束を取り付け，柳

井は初めて統計数理研究所の門をくぐった．そ

こで，林先生，柳井と丸山の三人会談が始まっ

たが，林先生の前という緊張のあまり柳井は明

確に自分の思っていることを語ることができず，

林先生に断られてしょんぼりと統計数理研究所

を去っていったその後ろ姿が今でも思い出され

る．その後すぐに林先生は柳井の所属する東京

大学教育学部教育心理学の主任教授，肥田野直

先生，更に芝祐順先生に電話をかけ，縷々，柳

井晴夫が来訪して多変量解析シンポジウムを学

会にしたいと言ってきたと告げた．二人の教授

は学生の希望を尊重したいと思うが，まだ学生

であり，学会はそれほど容易にできるものでは

ないと林先生の意見に異論を唱えなかった． 

柳井晴夫は学会など簡単に創設できると思っ

ていた節がある．しかし，いくつもの学会の理

事を兼務していた林先生や肥田野先生，芝祐順

先生にとって新しい学会創設は大ごとであった

に違いない． 

第 1 回目の林，柳井，丸山会談は流れたが，

私は執拗に粘り，何としても柳井の熱情をかな

えてほしいと懇願した．遂に林先生が決意して，

これほど若い連中が望むことを敢えて取り下げ

ることはできないと感じたようで，肥田野・芝

先生たちを説得し始めた．このような経過を辿

って，ついに「人間の行動を計量する」ための

学会を立ち上げることになったのである． 

殊に苦労したのは行動計量学会と称する学会

の欧文誌の名称である．理事の一人，国立国語

研究所の野元菊雄所長は『日本行動計量学会』

の和文誌と欧文誌の名称に拘った．日本語の場

合 「 行 動 計 量 学 」， 欧 米 語 の 場 合

「 Behaviormetorika 」 に す る か

「Behaviometorika」にするか．つまり vio より

も viorの方が形としては読みやすいという言語

学的見地から，「ｒ」を挿入することに決定して，

林先生の友人の武蔵野美術大学の佐藤敬之助教

授に文字のデザイン，かつ，シンボルマークま

で考えていただいた．今日，「Behaviormetrika」

が「springer」に移籍し，そのシンボルマークは

表紙からは姿を消した． 

それはさておき，確かに，学会創設はそれほ

ど簡単なものではない．まず「人間の行動を計

量する」という趣旨に賛成するその道の著名な

学者たちに承諾を取らなければならない．法学，

経済学，理学，工学，文学，教育学などに属す

る著名な教授を理事に連ねなければ学会は成立

しないという林先生の指示に従い，私達は，北

は北海道，南は福岡までその道で著名な教授達

の理事承認を得るために奔走した．学生騒動で

教授たちの研究室は閉鎖されているうえに，如

何に教授と約束が取れても何が起こるか分から

ない状況の中では満足な話はできなかったが，

私たちは奔走し続けた．その熱意は半端ではな

かった．事務局員は柳井，丸山の二人では心も

とない，あと三人は必要であるから探して来い

という林知己夫先生の指示のもと，私はそれら
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しい若手研究者がいそうな場所を捜し歩いた．

まず当時，電気試験所（後の電子技術総合研究

所）の研究員であった岩坪秀一，統計数理研究

所の松原望，国立教育研究所の梶田叡一の三名

の研究者の承諾を得た．事務局は当面の間，統

計数理研究所の中に設置された．従って，事務

局長は統計数理研究所の研究員の水野欽司先生

となった． 

学会大会は当初，統計数理研究所の講堂．そ

こに一同が介して研究発表をしていた．他分野

の研究者が一同に会して，それらの研究を傾聴

するのは極めて珍しいが，行動計量学という教

科目なのだから，他分野の研究者の研究を傾聴

することは吝かではない．とにかく人間の行動

を研究するのだから．当面，講堂に人が入れな

くなるまでの間，何とか間に合わせて学会大会

を実施していた． 

統計数理研究所が港区に

ある間，殆ど事務局はそこ

にあった．他大学の会員が

事務局長になっても統計数

理研究所が事務局を兼務し

た．和文誌の初代編集長は

柳井晴夫，欧文誌の初代編

集長は印東太郎が務めた．

当時は女性の会員が少なく

何かと目立ち，文書が届く

などの騒動さえ起こること

もあった．そのような事情

ゆえ，林先生が私に命じた

ことは「君は舞台の袖で，役者を観察する目立

たない役に就け」というもので，私はもっぱら

舞台の袖で役者を観察する役目に甘んじた． 

 今，多くが蘇る．思い返せば当時，若さゆえ

の奔放な行動や，歯に物を着せぬ，忖度をわき

まえない率直な私の気質は学会創設のためには

案外必要条件であったのだと思う． 

これまでの学会の経過を些か不遜ながら自分

を鼓舞する意味も含めて簡素に記した． 

行動計量学という学問分野を編み出し，

Behaviormetrics として世界に浸透させた林知

己夫先生の心意気に改めて感謝する．行動計量

学全般の思想形成に深く関与した先生の深い思

索と情熱が，今後の行動計量学の一層の発展と

大きな飛躍をもたらす礎となることを願ってい

る． 

付記： 

この度，不遜ながら，林知己夫先生の名を全

世界に知らしめようと，先生の思想として，デ

ータ・サイエンスの在り方やその方法を，行動

計量学会創設時のことを含めて，英文で一冊の

本に纏めたので，ここに感謝を以て記すことを

お許し願いたい． 

昨今，「データ・サイエンス」という言葉が，

日常的に飛び交うようになるのを目にするにつ

け，改めて林知己夫の果たした仕事を，日本を

超えて世界に伝えたいとの思いが深まった．

2015 年に執筆した『林知己夫の生涯』（新曜社）

を元に，英語版として再編纂の取り組みをし，

この 3 月に『Chikio Hayashi: The Man Who 

Liked Data』（副題：The Life and Work of a 

Data Science Founder）が，公財)統計情報研究

開発センターの公益事業の一環として刊行され

た．単行本と電子版，双方の用意があるので，

林先生のご紹介の際にご活用頂ければ本望です． 

丸山久美子 

（まるやま・くみこ） 
青山学院高等部，大学，大学院

文学研究科（心理学）修士，青

山学院大学文学部助手，東京

大学教育学部研究室特別研究

生，統計数理研究所修養所修

了．さらに，林知己夫（当時，

「統計数理研究所」第二研究

部部長，所長）に私淑し，心理統計学，数理心理学，社

会心理学を専門として，米国イリノイ大学大学院で数理

心理学を学ぶ．帰国後，盛岡大学教授，聖学院大学教授，

北陸学院大学教授を歴任．その間，ドイツのケルン大学

客員教授 ，アイルランド国立大学ダブリン校客員研究

員．2009年，林知己夫賞（行動計量学会）受賞．現在，

聖学院大学名誉教授，知恵の継承研究所理事． 

 

 

 

 

 

 
『 Chikio Hayashi: 

The Man Who 

Liked Data』より．

The Asahi Shimbun 

/ Getty Images) 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ

論文として投稿して下さい．お待ちしておりま

す． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No. ，YY: 論文の開始ページ No. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Manager からご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defa

ult.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No. ，YY: 論文の開始ページ No.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964 （electronic version） 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技

術振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会

欧文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動

計量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974

年）に遡って電子化し，JST で運用している電

子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公開（無

償での公開）しております．電子アーカイブ化・

公開には，創刊号からの掲載論文の著作権行使

（全文電子公開）同意を論文著者から得る必要

があります．1999 年の総会以降刊行された論文

については，著作権は日本行動計量学会に帰属

するよう規定が明確に定められましたが，それ

以前に掲載された記事等の著作権は，明確に定

められておりませんでした．電子化し公開する

に当たっては，各論文の著者全員に，本学会へ

の著作権委譲についての文面をお送りし，多く

の著者のご了解をいただきました．現在までに

お返事をいただいていない著者の論文は，本来

は著者からの権利委譲を待つべきですが，「行動

計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体の研

究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考えて，

すでに電子化公開しております．著作権委譲に

ついてお返事をいただいていない著者で，電子

化し公開することが不都合とお考えの方は，和

文誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡

下さるようお願いいたします．公開を中止する

など，学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き

等は会報 123 号（2009 年）に掲載され，学会

の WEB ページの「学会誌」の「著作権規定」

の欄 

http://bsj.gr.jp/journals/copyright/  

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 

 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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 また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月

発行の Volume 44，Number 1 よりシュプリン

ガー・ジャパン社からの出版になりました．こ

れに伴って Volume 44，Number 1 以降はシュ

プリンガー・ジャパン社の Web site において

公開されます（非会員には有償）．Volume 

43，Number 2 以前に掲載された論文は，従来

通り JST で運用している電子アーカイブサイト

J-STAGE にて全文公開されます． 

 

 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数（2021年5月31日現在） 

正会員       ： 776 名 （海外 4 含む） 

準会員       ： 100 名  

名誉会員      ： 22 名  

賛助会員      ： 22 社  

シニア会員     ： 36 名  

計         ： 956 名  

学会誌等寄贈先 ： 5 件  

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳し

くは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録

されたアドレスにメールニュースを配信してい

ます．こちらへメールアドレスを新規登録，変

更，削除（メールニュースの配信停止）される

場合は，ご自身で，「会員向けメーリングリスト：

登録・サービスの詳細」のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペ

ージにログインして作業を行って下さい．よろ

しくお願いします． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用の

パスワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過

去のメーリングリストアーカイブ」（過去のメー

ルニュース）のページにアクセスする際には，

以下のユーザー名とパスワードの入力が必要と

なります． 

ユーザー名：bsj    

パスワード：1973 

 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企

業・団体の求人情報は，ご依頼に応じてメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホーム

ページからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であって

も，当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそ

れに準じた組織（国立研究機関等）でない場合

には，求人情報を記事として配信することはで

きません．配信を希望される場合には，事前に

賛助会員になって頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるかどうかにかかわらず，また求

人広告かどうかにかかわらず，お引き受けして

います．後述する方法でお申し込み下さい． 
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会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学

会の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された

著書（会報発行日に出版後 2 年を経過しないも

の）など，会員の皆様から原稿を募集しており

ます．広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度の

間に会員によって刊行された優れた図書の著

者・訳者が対象となっています．本会報の「会

員の著書等」の紹介コーナーは，会員の方々が

著書等を出版されたことをアピールできる数少

ない場であると思いますので，優れた書籍の推

薦や情報などをお寄せ下さいますようお願いい

たします．なお，会員の方がご自身で出版され

た著書についてご連絡いただく際には，書誌情

報とともに（出版社から入手した）書影を後日

お送りいただきますので，ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号 170 号の場合には 7 月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載すること

が可能です．それ以降に届いたものにつきまし

ては，内容を判断した上で，次号に回させてい

ただきますのでよろしくお願い申し上げます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依

頼の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲

載は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

 

編集後記 

お忙しい中，今号にご寄稿くださった皆様

に，御礼申し上げます．今号には，丸山久美子

先生から行動計量学会の創設時の経緯について

エッセイを寄稿いただきました．どうもありが

とうございました． 

会員の皆様方で，エッセイ，ご意見，ご要望，

その他会報に掲載すべきと思われる情報などご

ざいましたら，広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

より，ご連絡下さい．お待ちしております． 

次号より，この会報も新たな広報委員会の体

制での発行となります．この 3 年間に寄稿下さ

った方々，そして読者である会員のみなさま，

ありがとうございました．  

（ふじた たいすけ，藤田 泰昌） 
 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：尾崎幸謙 

会報作成担当：藤田泰昌，石橋敬介，稲水伸行，岩

間徳兼，上野雄史，大﨑裕子，久保

沙織，水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，

朴堯星，袰岩晶，元山斉 

相談役：中山厚穂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




